
京糸数室

次世代型繊維への挑戦
一 ナ ノ フ ァ イ バ ー な ニ ュ

織
シ Jレ 鬱 爾 警 F二

主 催 :京都工芸繊維大学・ 京都原糸商協同組合・ 京都工整繊維大学衣笠同窓金

後 機 :京都府・京都市

日 時 :2012年 12月 15日 (土)午後 1時 開始  講演会場 :京都工書議機大学センターホール

懇親会/午後5時 30分開始、会場 :京都工芸繊維大学生協
議親会参加費 :1′ 000円
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東京工業大学名奮教授、同大学院理工学研究科 特任教授

ナ/フアイバー学会会長、イオン膜研究会会長、日本イオン交換学会副会長、

日本材料科学会理群、等 歴任

2012年 ナ/フアイバーの創製と応用のために大学発ベンチヤー設立で

「溶融法及び溶媒法による高連大型ナノファイバー製遺装膠及び響品製造」。

第1部

谷国 明議 (東京工業大学名奮盤授 )

13:15～ 14:00

「繊維饉葉は再び発議するJ― さて大学はどうする一

～休 憩～

14,10～ 15:50

「ナノフアイバールネッサンス」

第2部

長島 事行 (東京晨業大学機授 )

15:15～ 16:00

「千年持続社会と第二次螢壼凛時代』
～休  蘊～

16:10～ 17:00
「NEW S:LK ROA口」

ながしま たかゆき

東京農業大学教授

ニューシルクロー ドプロジェク ト代表

日本野蚕学会辞議員、千年1寺琥学会理事、オーガニックコスメ協会理事、等 歴任
2000年 より、小さな生き物の機能やナノ燿熾を持続的なものづくりに生かす

「インセク トテクノロジー」を提喝 ,

..1■等

tCoS.lr-,- L44^.a.

申 込 先 :鐵 難 07騒 -431-7185僚 都原糸薦臨同織合内 源部)・・FAX 075-431-6166
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ドい虫たちによつて千年持続社会は実現するか。
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|11● |キ

ヤ:11り :′ デー手`i:lIl tt r_:l‐ :で11iた 11■ 「‐11・ |み il iイ ン・ クトテクノ 〕ジー:=、 ■ 11■ ‐| :ボ :ム |■  と,「
・

11'131:1・ とと1に 1「 :∴ た').:日
■‐ 11■ から

=ご
flド

‐
ぺ」と ■

'、
:1 1 ,｀ ● :1の ,1 :‐ 1」 こんlli lい IL・ た。

陀
キ
ーーーー
の
研
究
で
わ
な

シ
ル
ク
の

一ふ
い
ポ
′ナ
ン
シ
ャ
ル
．

「
お
　

，
風
か
な
―

・
１
、１１
自
綸
■

Ｌ

‐１１，
ＨＩＩ

で

は
、
「
■

一

の
自

構

十

は
，
・
１
・驚

い
¨
撃
ら
、　

１１１
中
よ
■
ム

■
ぶ
す
轟
案

，
”
れ
島
Ｉ
打

争
た

．、
■

ｔ
●
，が
Ｌ
、
轟
は
１１
ヽ
で
…
　

Ｌ
、
し
，

司
，
そ
し
て
、

●
油
争
ら

つ
く
る
化
す

融
細
ι
嗽
圏
湾
は
ｔ
ん
∵
燎
ム
し
て

い

■
つ
て
、

１１
■
な
購
嬢
と
Ｌ

´ヽ
凛

，
〓
〓■
ル
ーー
は
察
ず
、ヽ
一
、
　
´
■

夕
け
ヽ
キ
疑
薄
壼
早

¨
を
■

つ
た
．
ｔ
か
し
、
職
在
は
≡
く

少
漁
の
■
正
機
家
が
■
ボ
■
ｔ

だ
絆
た
．
そ
ん
な
民

，
ｔ
ｔ

え
た
長
轟
手
た
が

，

，
″
”

Ｏ
ｔ

む
崚
島
た
め
〓
，

餞

午

‐――

¨

一
や
が
で
鱗
湯
す
る
石
―――‐
に
い
つ
ま
で

も
難

っ
て
い
て
は
だ
島
占
羹
辰
を
餞
活

さ
せ
、
数
パ
ー
セ
ン
ト
で
き
ム
の
白
総

事
を
高
島
た
■
ｔ
み
え
た
雌
で
す
一

田
究
を
縄
機
み
う
ち
Ｌ
、
シ
″
ク
の

ポ
テ
ン
シ
■
ル
の
轟
き
に
驚
い
た
ヶ
ま

ザ
．
輩
外
維
な
務
離
す
準
こ
と
″

ワ
イ

ル
ト
シ
を
ク

一
野
藍
）

な
ら
％
％
以
上
も
カ

ッ
ー・

す
る
．
傑
澤

“
偲
瀬
＝
も

高
く
、
曲

”
増
聰
を
確
ざ
．

匂

い
や
晰
ｔ
吸
着
す
る
．
長

島
さ
ん
は
そ
ん
な
ト
ル
ク

”
朴

性
を
競
■
し
、
シ
潟
ク
タ
ン

（^
ク
パ
ゥ

ダ
ー

一
驚
い
う
疑
一Ｌ

・
驚
九
壽
ナ
ノ
ン

ベ

′‥．
の
鍵
勢
■
を
圏
発
．
そ
れ
を
燎
替

に
な
た
●
ぶ
社
”
ｍ
や
摯
器
漱
出
Ｔ
鋼
が
製
ｕ疇
億

，
・

シ ク
.  :

:|り ′:ン  ‐́

tt il・ |・ -1 ■

::Litl■ ■4,      :

‐  ‐  1

, メ:  _

1,卜 lf` | で
'、

1  1 1 1'1り う = F.

'  1 1 .

'1」

   ::     
′
   .

‐  ‐
フ

〓
れ

＾
一　

１

湾

―ｌｉ

”
も

こ

ｔ

て

う
■

お

――
で

き

た

，

ル
タ

は
■

――
．
織

精

性

デ
島

い
た

島

，
眠

に
‥
す

ヶ

な

■

【

燎
１ｌ
Ｅ
す
る
畿
ｌｉ
葉
藍
晨
す

か
ら
繊

ヽ
し
て
予
４
が
，
２
年
藤

か
ら
は
龍
轟

蟻
―――
雄
市
ほ

，
十
■
フ
γ
ｌ

ム
を
出
さ
，

自
ら
ι
臓
表
編
■
カ
ーーＩ
Ｌ
た
．
７
●
６

０
０
０
＝
”
牧
峰
海
熾
斃
桑
午
ｆｒ
て
、

慮
旺
■
で
証
”
麟
育
セ
ーー１１
始
¨
凧
島
，

総
ぶ
．
場
Ｅ
で
も
同
識
”
取
り
繊
ル
な

進
”
中
だ
¨

曲
然
と
共
存
闘
係
を
築
き
つ
つ

蔵
業
を
発
展
さ
せ
る
方
法
。

ィ
ン
ド
ネ
シ
ァ
機
遺
に

「
ウ

，
ｔ
ニ

，

一
ｔ
や
う
蛾
が
■
意
す
る
．　
ア
よ
う

Ｆ
書
彙
を
大
べ
る
１１１
虫
ｔ
ｔ
て
お
維
き

れ
で
き
た
が
、
こ
の
ク
リ
キ

，
ラ
、
寒

Ｌ
い
金
色
の
曲
を
つ
く
る
．
２
０
ｆｌ
ル

年
に
ワ
ｆ

■
ド
シ
”
ヶ
け
課
ヵ
で
壁
地

ャ
訪
れ
た
長
島
■
ん
は
、
ア
■
ヵ
ド
畑

め
地
面
二
枯
れ
驚
”
よ
う
に
ふ
ち
で
い

た
ク
リ
キ́
ュ
ラ
を
指
む
上
げ
な
が
ら
．

．
Ｉ
”
堤
Ｌ
中
轟
は
警
灘
に
な
る
」
と

ひ
二
轟
い
た
．
そ
の
な
え
を
イ
ン
ド
ネ

″
プ
■
人
々
に
提
案
ｔ
．
養
∵武
細
Ｌ
技

誨
を
驚
館
で
掟
難
し
た
．
そ
“
後
、
イ

ン
ド
■
シ
ア
共
和
湾
ノ

ョ
／
ノ
ャ
カ
ル

タ
■
４
の
■
女
が
中
心
と
な
り
、

地

一

月
住
民
を
懸
＝
ｔ
な
が
ら
ク
リ
キ

■
ラ

を
轟
品
化
，
製
″
，
金
色
の
薦
祇
十
チ

シ
プ

シ
ュ
ー
ド
な
ど
，
■
１
■
〓
■
タ

リ
キ

●
ナ

‘
グ

ゥ
ズ
を
販
賛
ｔ
ｒ
い
る
．

二
ら
鍾
．
長
島
さ
ん
は
カ
ン
■
ジ
′
で

も
、
ヤ
”ヽ
マ
ニ
ガ
か
も
リ
イ

（
Ｆ
ｌ・
ル

ク
を
鴨
逸
す
る
農
東
中
生
産
支
援
Ｌ
も

ま
り
出
し
て
い
ろ
，

な
ぜ
、
ャ
ノ
テ
ク
を
専
門
Ｌ
す
る
Ｈ

学
静
メ
．
＝
ネ
や
プ
ノ
ア
め
地
域
蒟
も

け
，つ
ζ
夕
を
サ
ボ
ー
ト
ナ
〓

”
か

，

.  :1' ■,70江 oT,

・ブ

　

ヽ

「
屏



F F 11■ __1嘔 :ヽ・ 1" 
… |“…

等神al レ崚 二iル
・…ぶ鳶澪ト

”
饉細

。
ffira l.tr-rrr.o, q l :,',,',",','.l46Hsl'cE

,Irti.taa{tlil ..}a*{
.n+a lE】Ｌ

i壼|卜I:鷲肩鞭
大手●●増臓 ず|十 “

I il ‐1サギ::11‐
1ザ

:11‐
|.=

(bllb n ye n/10● 円 )

菫綺颯遺餞出■●

Technical Tex督ies(テクニカルテキスタイル ) Carbon Fiber(カ ーボン饉餞 )



r.rrstiiarl-..
(2)ナノ構造ファイバー
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珍∫Fァイ♂≪―の定は

以下を総称して「土ノフ盈壺ヾ
=」

と定援する。

1.ナノ督でズ講 ′《一

ナ′′メーターオーダーのディメンジョンを蕎す益ファイバー

2.ナノ構造ヵ イパー

フアイバーの内部、外部、ミ面に、ナノメーターサィズで制御された

舗書な構造般計を行い新機鍵を発襲 せたファイバー

↓

ナノサイズファイ′ヽ一の緊含イL・ 織飩化・樺遺籠御することにより

ぷ出できる

代表的な繊維と極細繊維の大き

(1)ナノサイズファィバー

澪 :lⅢ Ⅲ)=1()ヽ 分の ;(11)'),い

lril!|ir li!,rlirii lt,lllriiril

繊維の定義

| :) i(I(,
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Aramid ttbeκ アラミド饉機 )

欧米の主要大学(M:Tやケンプリッジ大学等)ではナノ
フアイバーテクノロジーの研究が盛んに行われている

メタマテリアルを用いた透明人間

`m型晴棚島軍ふ柵 鸞猟爛漱協なRb國  ⅢⅢ彎・ 0“中。口
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"rrに
おける兵員ナノテクノロジー研究所

Soldler Nanotechno:ogy

(兵員ナノ″ ノロジ…)

Space Elevator( iFHxk^-r- )
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きれい
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薔お く
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毯化亜鉛ナノツ ŕVの作響も爾驚

H E Umanκ SllzukiH Matstlmobetal

^ρ
ノρわハ

`0′

193 133116(20001 jFFF rraρ o.552988(2∞8)

従来のC村Iエミッターの11分の町1鐵鸞議でに子を放鑽

亀SI● :,羹 薫 |

:鉛ナノワイヤ

池

Copper nanofibers

妻:111lJ
を

,。L■_百
=,.~'「 =J。

)`3

電籠ナノフアイ′ヽ一  半導体10,イヤ

、ヽ麒

//  量  ‐ 嬌面
/

Spinning s● Iu::● 口:

CO,PO子 Oinltrtlte′

Potyvinyibutyral(PV3)

Convorsion to Cu0

(4r」 。.c)

(卜 γdrOgon atmosphcre

300。 C)

表面積

10油●子法
=任

|

10



lmmobilization
of homogeneous catalysts in nanofibers

Motivation

- Synthcsis o{ cqmpounds

completely free of cdtalyst

{opto-clectronics, phahaccutjcs)
. Cornpletc recovory of the catalyst

- Use ofhomogencous catalysis

in microreaction sct-ups

lnhalatior.t therapy - the concept 再生医療
Skin

Bo ne

Ca rtjlage

Heari tissue

Lung tissu.l

Liver tssue

lntestine

Arteria

Lymplt knots

Carbon nanotubes istroduosd into the abdorninal coviil of mim
shw aebosto6-liko pathogonicity in e pilot stuily

(trffi orDa{ \6 4, E a-ao 
^<aRmffi 

S
topd,M,lEqr.HrllE hv,E.3d,rHdiH

*rc/u's rhc.6i tuhcE,.3,Hri&
1.,I l3'tmrr67^4ercrJaralttrtaaEIS:Lr!*t-trtl.Iltt -Fra. tttq,'i-rlrf.rgF(sfi/ Bf5.

,tltll(r4+& e):7x^al. rrrilt. Ilfti- SLqg
z l}Fi^oalE- f li6to+A^otf otln{t;6r:rbo$irtt}taL- tr3ft-5f4(ogin(t?Itrot*Ftttll tliL,:.t!. #,attttlrTrf*ilr-trtlllttBat\
3. f, llitl. tl.ali:Jrt'ialIf,;ttlz#rOloffir+t {il56gtr,t'$GorEa1,.
4. aiqff r$r,r! t. to rt r: rr; u 1., :,0&ffi;,t+a8ltolfl:1qgstgt_;tsLB\5i..

+i.IrilttA.#rtL!r lt:rf 5nlttr,:rrlf stlaUrt.ar\trtidiBtrt.
6. tt alolranlrT^^allt,\Etmlllft+l13i:itatG. LbLt6.S, tiogtftlt

attrttttttittr {rft f *at*? r:.0r*ttGE;t:a*,Ftto!lrtu.
B. Erwfitt:Dtrrt:tfi(;rr. i!?t$*L{r*t;f6,toadatr.
7. r'li.,,xi]i atJr/i::!ltrt:treirr:lri.iri.lJr:. F.lE*.**l:$at5tot6a.

~可
‐1｀

1ィ r;

Rcplaccmont of
sphorlcal drug carriors by

nanorods, nanotubos

>> Stronqcr retention
>> Control ofdcpo:iition siE

via thc

acroCyn rr.iic rr,li rG

OFG pilority group

Glucocortlcoides, RNA.....

Plant protection via pheromones

ra"":m● :mt●t:on

P heromo nes', 0,,0":::1::iffiffiffiiffi1

11

ん―
`



腹腰のマクロファージによる食作用に及ぼす繊維長の影響

響
は
一．Ｗ
瀞

:t`'

劣
―

―
ヽ0,

我々にとって重要なことは

リスクマネージメントである。

簿 にJけで●ロント

Broncho● lveolariavago studios

・PMIIs onflamma● o昴 }

・BA● ■oll LDH(cytOtOX:clty)

・BAL fluld albumin ibl。 ●d‐ gas barrlorl

轟鷺簑7日をビークとする億性長餞

その機の肉諄圏形成
SWCNTと鷺い締閥Nに移おしない
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MWCttTの 光学頭薇餞写真 麟籠溌澤触中の長壼、錮胞難書、組織辮書のマーカーをモニターした
アルブヽンの機ヽ
〈組織鑽鷺の機腐)
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好申譲の鷺
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